






私たちの基盤

１.Muninova Group

グループ会社

26社
創立

1967年
独立系

金融グループ

営業収益

2,146億

社員数

5,113人

経常利益

355億
営業債権残高

15,395億

外部格付

A-
市場名

東証プライム

※2026年３月末時点

※JCR

4



私たちの価値観

１.Muninova Group

誰かと比べることで感じてしまう 負の感情を、社会から無くしたい。

私たちのサービスにより、 少しでも多くのお客様の感情を満たし、 自然と輝いてもらうために

VISION・MISSION・VALUEを理念に掲げ、 「自分の色が輝く社会」 の実現を目指します

経営理念：誠実な企業活動を通じて、社会より支持を得る

お客様、社会、私たち社員、それぞれに向けて達成すべき「使命」

「使命」を実行するための私たちの「行動価値基準」
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資本効率を高める成長モデル

6.5%

1.5%

3.5%

将来のビジネスモデル

14.5%

1.5%

8.0%

1.0%

4.0%

営業収益 現在

3.0% ROA 
4.5%

16.0%

13.0%
11.5%

利益

ローン残高

8,000億を目指す

【ローン事業】ROAのイメージ（アイフル）

利益

■償却債権取立益

■営業貸付金利息

■利益

■貸倒関連費用

■金融費用

■その他費用

ローン残高

6,663億

３.ローン事業
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7.0%

1.0%

4.5%

営業収益 現在

1.0%

3.5%

将来のビジネスモデル

1.5% ROA
2.5%

5.5%

4.5%

利益
利益

■信用保証収益

■利益

■貸倒関連費用

■その他費用

信用保証残高

3,805億

【信用保証事業】ROAイメージ

資本効率を高める成長モデル

４.信用保証事業
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Q1. 信用保証事業の商品にはどのようなものがありますか Q2. 成長のドライバーは何か

提携金融機関の拡大、提携先内での商品展開。

Q4. 提携先はどうやって拡大させているのか

他社に無い独自の与信ノウハウにより、安定した承諾率を担保出来ることが強み。

Q5. 競合他社との差別化要因は何か

当社の強みである与信ノウハウと柔軟性を活かし、

金融機関毎のニーズに合わせた提案により提携を拡大しています。

フィービジネス（保証料）であるため、

調達コストよりも、延滞率の上昇など、信用コストに影響があります。

Q3. 市場金利上昇の影響は受けないのか

Q6 アイフルの顧客と重複してしまうのではないのか

顧客層・チャネル・ニーズ等、多くは異なります。

そのため、双方の顧客基盤を広げる関係にあります。

個人ローンから事業者・不動産担保まで、

金融機関の多様な融資商品を対象としています。

特に、不動産は貸倒リスクが低く安定収益のため成長しております。
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信用保証事業 QA

４.信用保証事業









































（2026/4時点）

会社名
（五十音順）

アナリスト名
（敬省略）

株式会社SBI証券 大塚 亘

JPモルガン証券株式会社 佐藤 耕喜

大和証券株式会社 坂本 昂平

野村證券株式会社 佐々木 太

みずほ証券株式会社 坂巻 成彦

発行可能株式総数 1,136,280,000株

発行済株式総数 484,620,134株

株主数 20,397名

格付機関 格付け

R&I BBB+

JCR A-

⚫ アナリストカバレッジ ⚫ 株式情報

⚫ 外部格付

49

９.Appendix
外部からの評価


